
 

研修名 
専門課程 建築確認・中間検査・完了検査 【集合】 （令和５年度～） 

※ ハイブリッド研修との隔年実施 

事務 技術 

○ ○ 

 

目 的・ 

重点事項 

 建築確認、中間検査、完了検査に関する総合的な専門知識の修得及び審査能力の向上を図る

ことを目的とする。 

以下の点を重点項目とする。 

① 建築基準法等に関する最新動向の把握 

② 建築確認・中間検査・完了検査に関する専門的・実務的な知識の修得 

③ 全国の建築行政担当者との情報交換による業務遂行能力の向上 

 

対象者 

 国土交通省、他府省、都道府県、政令指定都市、特別区、市又は町村の職員で、次のいずれ

かに該当する者 

① 建築主事又は建築主事を目指す者 

② 建築確認、中間検査、完了検査に関わる業務を担当する者 

③ ①～②に準ずる者 

定員(人) 

※目安 

国土交通省 他府省 地方公共団体 独立行政法人等 団体 計 

３ １ ６６   ７０ 

研修期間 
５５．０時間 

１１日間 

令和７年 １月１４日（火）～ 

令和７年 １月２４日（金） 

 

 

カリキュラ

ム内容 

(予定時間) 

１．講義（２５．５） 

① 講話、建築行政の最近の動向、建築基準法（総則・建築基準関係規定、防火関係、構造関

係、設備関係、集団規定）、建築物省エネ法（省エネ仕様規定） 

② 構造計算（ルート１～３）、天空率・日影規制、中間検査・完了検査のポイント 

③ 消防法と建築指導、昇降機の安全性、地方公共団体におけるエレベーター事故後の取組、

建築設計者の法的責任 

 

２．演習（２６．０） 

図面審査演習 

 

３．課題研究（１．５） 

 

４．その他（２．０） 

  入校式、修了式、オリエンテーション、ガイダンス 

 

計 ５５.０ 

 

前年度からの 

主な変更点 

 ・実施手法変更（ハイブリッド→集合） 

・定員増（５５人→７０人） 

担当 

国交大・本省 

 国交大：計画管理部 建築科 （ＴＥＬ：０４２－３２１－７０７４） 

本 省：住宅局 参事官（建築企画担当）付 

備  考 テキスト代(予定） ４７,０００円 

  


